
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎発達支援親の会のこのこ主催 勉強会 

～アタッチメント(愛着)を知ろう～ 

 講  師 ：  吉  田  ゆ  り 先生

 開  催 ：  2 0 2 5 年 3 月 9 日 日曜日 

13：15～14：50（開場 12:45）ハイブリッド開催 

・場  所 ベネックス長崎ブリックホール３階 会議室２‣３ 

・同時配信は ZoomMeeting使用  

・録画配信は 3/18～3/31 公開の予定です 

※ 質疑応答は会場参加者のみ（配信はしません） 

   ※ 録画配信URLは、申込者全員にお知らせします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 対象 ：テーマに関心がある方どなたでも 

定員 ：ア 会場で参加 50人  /  イ 当日ｵﾝﾗｲﾝ配信 100組（100回線）程度 

       ウ 録画配信 100組 ※ ア・イ・ウとも 資料代振込確認順で受講受付   

 資料代(支払いは振込) ：  個人 ５００円 / 団体申込 一律 ２，０００円  

※ のこのこ、長崎県自閉症協会、全国LD親の会所属の親の会 各会員は無料 

申込方法：メールのみ 

必要事項を書いて下記のアドレスへ 

manabi-2025-sodachi@n-nokonoko.org 
または右記QRコードから申し込み（メール作成画面へ） 

 

● 講話の流れと主な内容 ● 
1. アタッチメントとはなにか 

   人間の基盤としてのアタッチメント、アタッチメントタイプ、「甘え」と「愛着」と 

「アタッチメント」 

2. アタッチメントの育ち 

   乳幼児期のアタッチメント、児童期・青年期のアタッチメント、成人期のアタッチメント 

3. アタッチメントとその障害 

   アタッチメント障害の診断基準上の位置づけと代表的なもの（反応性アタッチメント障害、脱抑制性 

交流対人交流障害）、発達障害とアタッチメント障害 

4. アタッチメントと子育て 

アタッチメントを大事にする子育てとは、「理想の母親」と「十分な母親」、三歳児神話の 

崩壊と保育、Divercity・Equity＆Inclusion と子育ての多様性 

 

   

耳にすることは多いけれど よく知らない『アタッチメント』について、 「アタッチメントと

子育て」 「アタッチメント障害」 「子育ての多様性」をキーワードに 吉田先生のお話を 

うかがい、 学びましょう 



 

 申込事項：件名にア当日会場、イ当日オンライン、ウ録画配信のいずれかを書いて 

本文に１～５を記載してお申し込み下さい 

１．参加者名/団体名  

２．視聴する人数  

３．連絡先(緊急時の連絡にのみ使用します、携帯電話番号）  

４．所属 (1保護者(所属の親の会)/2福祉/3医療/4教育/5行政/6当事者/7一般/8その他） 

※ 資料代無料に該当する方は、所属団体名を必ずお書きください 

５．聞いてみたいこと、連絡事項（任意） 

※視聴に使用するメールアドレスが申込アドレスと異なる場合は、 

こちらに視聴アドレスをお書きください 

 受講申込〆切 ：2025年2月26日(水) 

・申し込みを受け付けた場合は以下のメルアドから自動返信メールが届きます 

manabi-2025-sodachi@n-nokonoko.org 

※パソコンからのメールを受信できる設定にして下さい 

・返信メールが来ない場合、別のメールアドレスから再度お申込み下さい 

・申し込みを受付けた方に資料代の振込口座をお知らせします 

入金確認後、受講手続き完了のメールを送ります 

  ・資料代の振込名義は申込み時の氏名・団体名にしてください 

・イ当日オンライン配信URLは、３月７日(金)までに申込みのメールアドレスへ送信します 

・ウ録画配信URLは、準備が整い次第（3/18頃までに）送信します

 問合せ先： 長崎発達支援親の会 のこのこ  

     ✉ 上記の申し込みアドレスへ / ℡ 090-5474-3468（奥野） 

※ 提供いただいた個人情報は本事業の運営のみに利用し、他の目的で使用することはいたしません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉 田 ゆ り 先生 紹介   

九州大学基幹教育院教授、公認心理士、臨床心理士、他 

保健所や児童精神科等での臨床経験、鹿児島純心女子大学教授を 

経て、平成 24 年 4 月より長崎大学にて教鞭をとられ、 

平成 31 年 4 月からは長崎大学副学長に就任 

発達障害のある子ども、児童生徒の支援、保護者支援等の研究、 

理解啓発に携わり、令和 6 年４月より現職。発達障害の研究者、臨床者であり 

保護者、きょうだいでもあられます 
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